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第
１
回
定
例
区
議
会（
2
/
15
～
3
/
15
）が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
に
は
、
令
和
5
年
度
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、

年
金
削
減
や
物
価
高
騰
で
苦
し
む
高
齢
者
や
中
小
業
者
へ
の

支
援
が
極
め
て
不
十
分
な
内
容
で
す
。

　

共
産
党
区
議
団
は
、
1
7
0
0
億
円
を
超
え
る
た
め
込
み

　
来
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
2
3
7
0
億

円
、
3
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
予
算

が
3
3
7
6
億
円
余
と
過
去
最
大
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
区
議
団
が
繰
り
返
し
求
め
て

き
た
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
、
給
付
型
奨

学
資
金
の
創
設
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
配
付
、

や
防
災
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
は
、
1
回
き
り
、

一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
区
民
の
暮
ら
し
を

継
続
的
に
下
支
え
す
る
施
策
こ
そ
必
要
で
は

な
い
の
か
と
質
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
予
算
は
、
４
年
前
と
比

べ
3
1
6
億
円
増
の
一
方
、
教
育
予
算
は
減

少
し
て
い
る
と
指
摘
。
教
育
予
算
を
増
や

し
、
1
7
1
2
億
円
の
莫
大
な
基
金
を
活
用

し
て
、
学
校
給
食
の
無
料
化
を
た
だ
ち
に
実

施
す
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。
区
は
「
財
政
負

担
だ
け
で
な
く
事
務
管
理
体
制
の
検
討
も
必

要
」
と
答
弁
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
融
資
が
過
剰
債
務
に
な
っ
て

返
済
が
で
き
な
く
な
り
、
倒
産
す
る
企
業
が

急
増
す
る
懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る
な
か
、「
地

 

（
2
面
に
続
く
）

国
保
料
・
使
用
料
値
上
げ

児
童
館
廃
止
は
中
止
を

教
育
予
算
を
増
や
し
、

た
だ
ち
に
学
校
給
食
の
無
料
化
を
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赤羽目たみお 大つきかおり 正保みきお
しょう ぼ

特
養
ホ
ー
ム
の
整
備
、
失
語
症
者
へ
の
意
思

疎
通
支
援
者
派
遣
な
ど
の
前
進
が
あ
る
も
の

の
、
国
民
健
康
保
険
料
の
大
幅
値
上
げ
、
施

設
使
用
料
の
2
割
値
上
げ
、児
童
館
の
廃
止
、

区
施
設
の
民
間
委
託
な
ど
、
福
祉
切
り
捨
て

と
負
担
増
、
不
安
定
雇
用
を
増
幅
さ
せ
る
予

算
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

正
保
議
員
は
教
育
、
高
齢
者
・
障
害
者
、

中
小
事
業
者
へ
の
支
援
が
不
十
分
だ
と
指

摘
。
50
億
円
を
投
入
す
る
子
育
て
ク
ー
ポ
ン

く
ら
し

く
ら
し
とと
営
業
営
業
をを
下
支
え
す
る
予
算

下
支
え
す
る
予
算
にに

基
金
を
活
用
し
て
、
区
民
生
活
を
守
る
予
算
と
す
べ
き
と
し

て
反
対
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
区
長
か
ら
令
和
4
年
度
補
正
予
算
や
国
保
料
の
値

上
げ
な
ど
39
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
共
産
党
区
議
団
は
、

27
件
に
賛
成
、
12
件
に
反
対
（
4
面
参
照
）
し
ま
し
た
。

　

共
産
党
区
議
団
が
提
案
し
て
き
た
給
付
型
の

奨
学
金
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。（
従
来
の
貸
し

付
け
型
は
廃
止
）
対
象
は
、
区
内
に
1
年
以
上

居
住
し
、
収
入
や
成
績
基
準
を
満
た
し
て
い
る

高
校
等
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
中
学
3
年
生
で
、

入
学
準
備
金
（
10
万
円
）
と
学
資
金
（
12
万
円
）

が
給
付
さ
れ
ま
す
。

　
共
産
党
区
議
団
は
、
大
学
生
等
へ
の
給
付
型
奨

学
金
の
創
設
、
奨
学
金
の
返
済
支
援
助
成
を
実
施

す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

返済不要の
「給付型奨学金」が実現

江
東
区
で
も

国
保
料
、1
0
7
9
1
円
も
の
大
幅
値
上
げ

自
民・公
明・民
政
ク
が
賛
成
、共
産
党
は
反
対

障
害
者
入
所
施
設
が

障
害
者
入
所
施
設
が

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
学
校
給
食
を

無
料
化
す
る
自
治
体
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
都
内
で
は
、
葛
飾
な
ど
5
区
で
完
全

無
料
化
が
実
現
。
江
東
区
で
は
、
共
産
党

区
議
団
が
本
会
議
や
予
・
決
算
委
員
会
で

2
0
1
7
年
以
降
17
回
の
質
問
を
行
う
中

で
、
区
を
動
か
し
「
学
校
給
食
の
無
償
化

の
検
討
に
着
手
」
と
区
長
が
表
明
。
実
現

ま
で
も
う
少
し
の
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し

た
。

　
区
教
育
委
員
会
は
、
学
校
給
食
費
無
料

化
の
導
入
に
は
、
19
億
円
に
及
ぶ
財
政
負

担
等
が
大
き
な
課
題
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
区
の
基
金
は
1
7
0
0
億
円

を
超
え
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
約
1
％
を

活
用
す
れ
ば
実
現
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
予
算
は
、
過
去
最
大
規
模
で
す

が
、
教
育
の
予
算
は
増
え
て
い
ま
せ
ん
。

区
長
は
「
子
育
て
世
帯
を
強
力
に
支
援
す

る
」
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
で
あ
る

な
ら
ば
、
た
だ
ち
に
学
校
給
食
の
無
料
化

に
踏
み
出
す
べ
き
で
す
。

　
共
産
党
区
議
団
は
、
物
価
高
騰
で
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
子
育
て
世
帯
の

家
計
を
継
続
的
に
支
援
す
る
た
め
、
学
校

給
食
の
早
期
無
料
化
の
実
現
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
は
、

運
営
主
体
が
東
京
都
に
移
っ
て
か
ら
最
大

と
な
る
、
一
人
当
た
り
平
均
1
0
7
9
1

円
も
の
値
上
げ
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
保
加
入
者
の
多
く
は
年
金
生
活
者
や

個
人
事
業
主
で
あ
り
、
深
刻
な
物
価
高
騰

や
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
負
担
増
は
絶
対

に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
共
産
党
区
議
団
は
「
保
険
料
の
値
下
げ

こ
そ
行
う
べ
き
」
と
反
対
し
ま
し
た
が
、

自
民
・
公
明
・
民
政
ク
ラ
ブ
・
生
活
者
ネ
ッ

ト
な
ど
が
賛
成
し
た
た
め
可
決
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
保
険
料
の
値
上
げ
を
食
い
止
め
る
た
め

に
は
、
全
国
知
事
会
が
要
求
し
て
い
る
国

の
公
費
投
入
を
増
額
す
る
こ
と
で
す
。
国

が
1
兆
円
の
公
費
を
投
入
す
れ
ば
、
23
区

の
場
合
、
均
等
割
り
が
廃
止
で
き
、
江

東
区
の
年
収

5
0
0
万
円
の

2
人
世
帯
で

は
、
年
間
51
万

円
余
の
保
険
料

を
約
14
万
円
引

き
下
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

塩
浜
2
丁
目
の
区
有
地
を
活
用

し
て
、
区
内
初
と
な
る
障
害
者
入

所
施
設
「
U
P 

t
o 

Y
o
u
塩
浜

L
i
v
i
n
g
」
が
運
営
開
始
。

　

医
療
的
ケ

ア
が
必
要
な

重
度
障
害
者

の
受
け
入
れ

や
地
域
生
活

へ
の
移
行
支

援
が
行
わ
れ

ま
す
。

地
域
経
済
の
主
役
　

中
小
業
者
支
援
の
強
化
を

●第１回定例会の主な議案や陳情に対する各会派等の態度

議案 共
産

自
民

民
政
ク（
※
）

公
明

み
ら
い（
※
）

無所属

市
民

無
所
属

ネ
ッ
ト

自
由
会

令和5年度予算
（一般会計） ×× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

国民健康保険料の
値上げ ×× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

私道整備助成の
限度額の引上げ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

塩浜福祉プラザ
改修工事請負契約 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

費用弁償を廃止 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※民政クラブ…立憲民主党、無所属の議員が所属する会派
※みらい…国民民主党・あたらしい党の議員が所属する会派

学
校
給
食
の
無
料
化
を

―
―
―
―
正
保
み
き
お
議
員
の
本
会
議
質
問

正
保
み
き
お
議
員
の
本
会
議
質
問
―
―
―
―

第1回
定例会

基
金
を
活
用
す
れ
ば
す
ぐ
に

実
現
可
能
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多
い
こ
と
か
ら
、大
つ
き
議
員
は
、

区
独
自
に
、
認
証
保
育
所
の
第
2

子
以
降
保
育
料
無
償
化
を
実
施
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
区
は
、「
区
の
負

担
が
増
え
る
こ
と
か
ら
慎
重
な
検

討
が
必
要
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
わ
が
党
が
求
め
て
き
た
地
震
発
生
時
の

電
気
火
災
を
低
減
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
無
償
配
布
と
分
電
盤
へ
の
設
置
費
助
成

が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
正
保
議
員
は
、
東
京
都
が
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
設
置
率
を
現
状
の
8
・
3
％
か
ら

25
％
に
引
き
上
げ
た
場
合
、
焼
失
棟
数
、

死
者
数
が
約
7
割
減
少
す
る
と
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
設
置
率
目
標
を
設
定
し

て
促
進
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
区
は
「
設
置
率
の
向
上
に
努
め
る
」
と

答
弁
。
ま
た
、
全
戸
配
付
し
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
や
ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
防
災
訓

練
の
実
施
、
レ
イ
ン

ボ
ー
タ
ウ
ン
Ｆ
Ｍ
の

難
聴
地
域
の
解
消
、

災
害
用
救
助
ボ
ー
ト

を
小
・
中
学
校
等
の

各
拠
点
避
難
所
へ
配

備
す
る
こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
。

　
元
自
民
党
区
議
会
議
員
の
榎
本
雄

一
氏
の
あ
っ
せ
ん
収
賄
容
疑
に
よ
る

逮
捕
・
起
訴
を
受
け
議
会
に
設
置
さ

れ
た
「
汚
職
防
止
対
策
等
検
討
会
」

に
お
け
る
検
討
結
果
の
最
終
報
告
書

が
議
会
運
営
委
員
会
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
検
討
会
で
は
、
議
員
が
逮
捕
、
勾

留
さ
れ
る
な
ど
で
議
会
に
出
席
で
き

な
い
場
合
の
議
員
報
酬
の
支
給
停
止

に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
議

員
と
業
者
、
区
職
員
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
現
状

を
把
握
し
た
上
で
、
課
題
の
整
理
を

進
め
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
今
後
の
取
り
組
み
の

方
向
性
と
し
て
①
政
治
倫
理
の
明
文

化
②
議
員
の
倫
理
意
識
の
向
上
③
契

約
に
お
け
る
不
正
防
止
対
策
が
必
要

で
あ
る
と
整
理
。

　
こ
の
間
、
議
員
報
酬
条
例
の
改
正

や
契
約
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
共
産
党
が
求
め

て
き
た
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
や
倫

理
意
識
の
向
上
の
た
め
の
研
修
は
、

4
月
の
区
議
選
後

に
具
体
的
に
協
議

す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
引
き
続

き
、
腐
敗
・
汚
職

の
な
い
区
政
実
現

に
頑
張
り
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
で
、
失
語
症
者
へ
の

意
思
疎
通
支
援
者
派
遣
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
失
語
症
者
の
買
い

物
や
通
院
等
の
外
出
時
に
、
発
言
や

内
容
理
解
の
支
援
を
す
る
も
の
で
、
日

本
共
産
党
区
議
団
は
、
家
族
会
の
運

動
を
励
ま
し
、
懇
談
を
重
ね
な
が
ら

そ
の
実
現
に
尽
力
。
家
族
会
関
係
者

か
ら
感
謝
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

　

火
災
危
険
度
の
高
い
地
域

（
3
万
９
０
０
０
世
帯
）
を
対
象
に
、

簡
易
型
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
無
償
配

布
（
取
り
付
け
困
難
世
帯
に
取
り
付

け
実
施
）
や
、
分
電
盤
型
の
設
置
費

用
（
3
分
の
２
・
上
限
5
万
円
）
が

助
成
さ
れ
ま
す
。
日
本
共
産
党
区
議

団
は
、
震
災
時
の
電
気
火
災
を
防
止

す
る
た
め
、
本
会
議
質
問
や
予
算
修

正
案
を
提
出
す
る
な
ど
早
く
か
ら
求

め
て
い
た
も
の
で
す
。

　
車
い
す
や
寝
台
の
ま
ま
乗
降
で

き
る
リ
フ
ト
付
き
福
祉
タ
ク
シ
ー

事
業
は
、普
通
車
タ
ク
シ
ー
の
メ
ー

タ
ー
料
金
で
利
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
年
間
７
５
０
０
件
以
上
の
利

　
東
京
都
は
今
年
10
月
か
ら
、
認

可
保
育
園
に
通
う
0
歳
か
ら
2
歳

ま
で
の
第
2
子
の
保
育
料
の
完
全

無
償
化
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

域
経
済
の
主
役
で
あ
る
区
内
中
小
企
業
を

つ
ぶ
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
新
規

融
資
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
へ
働

き
か
け
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
事

務
所
・
店
舗
の
家
賃
、
水
光
熱
費
に
緊
急

に
補
助
を
お
こ
な
い
事
業
継
続
へ
の
支
援

を
要
求
、区
は
い
ず
れ
も
「
考
え
は
な
い
」

と
冷
た
い
答
弁
。だれもだれもがが安心してくらせる安心してくらせる江東区江東区にに

　

区
は
、「
行
革
」
と
称
し
て
、
児
童
館

や
幼
稚
園
の
廃
止
、
学
校
用
務
、
学
校
警

備
な
ど
の
民
間
委
託
を
推
し
進
め
、
人
口

増
に
も
か
か
わ
ら
ず
正
規
職
員
を
削
減

し
、
安
上
が
り
の
非
正
規
労
働
に
置
き
換

え
て
い
ま
す
。

　
正
保
議
員
は
、
委
託
先
の
労
働
者
の
低

賃
金
と
不
安
定
雇
用
が
拡
大
し
、
区
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
低
下
さ
せ
て
い
る
と
指

摘
。
民
間
委
託
あ
り
き
で
な
く
、
直
営
に

戻
す
こ
と
も
含
め
、見
直
し
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
区
が
発
注
す
る
工
事
や
業
務
委
託

等
の
従
事
者
の
安
定
的
賃
金
と
雇
用
を
確

保
す
る
た
め
に
公
契
約
条
例
の
制
定
を
求

め
ま
し
た
。

　

正
保
議
員
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な

い
と
大
学
に
通
え
な
い
学
生
が
全
体
の

2
割
に
達
し
、
学
生
の
2
人
に
1
人
が

3
0
0
万
円
の
奨
学
金
を
借
り
て
い
る

が
、
卒
業
後
の
雇
用
・
収
入
は
不
安
定
に

な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
区
独
自
の
奨
学
金

返
済
支
援
助
成
や
大
学
生
等
へ
の
返
済
不

要
の
奨
学
金
の
創
設
を
提
案
。
区
は
「
考

え
は
な
い
」
と
答
弁
。

　
ま
た
、
他
自
治
体
で
保
育
所
で
の
児
童

虐
待
や
送
迎
バ
ス
置
き
去
り
事
件
が
発

生
。
虐
待
の
早
期
発
見
・
対
応
等
の
体
制

づ
く
り
と
、
保
育
士
の
配
置
基
準
の
引
上

げ
と
処
遇
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

第第
22
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
を

子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
を

 
正
保
み
き
お
議
員

用
が
あ
り
、
移
動
困
難
な
高
齢
者

や
障
害
者
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な

い
福
祉
事
業
で
す
。

　
区
は
民
間
業
者
と
委
託
契
約
を

結
び
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
５
台
運

行
し
て
い
ま
す
が
、
予
約
が
取
れ

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
介
護
現
場
か
ら
は
「
急
な
利
用

は
困
難
」「
介
助
者
が
同
乗
し
な
い

と
利
用
で
き
な
い
」
等
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
止
む
無
く
民
間

の
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
た
場
合
、

料
金
が
高
い
た
め
非
常
に
重
い
負

　
区
内
で
対
象
と
な
る
の
は
、
約

2
4
0
0
人
で
、
必
要
経
費
は

6
億
円
余
で
す
。

　

共
産
党
区
議
団
は
こ
れ
ま
で
、

保
育
料
の
値
上
げ
に
反
対
す
る
と

と
も
に
、
現
在
第
3
子
を
対
象
と

し
て
実
施
し
て
い
る
保
育
料
無
償

化
を
第
2
子
以
降
に
も
拡
大
す
る

よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
東
京
都
の
第
2
子
以
降

無
償
化
は
認
可
保
育
園
の
み
が
対

象
で
す
が
、
江
東
区
で
は
認
証
保

育
所
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
も

リ
フ
ト
付
き
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の
拡
充
を

リ
フ
ト
付
き
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の
拡
充
を

区
独
自
の
個
人
情
報
保
護
の
規
制
を

後
退
さ
せ
る「
施
行
条
例
」

「
施
行
条
例
」に
反
対

腐敗・汚職のないクリーンな区政を
汚職防止検討会が最終報告取りまとめ

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

無
償
配
布
、分
電
盤
に
助
成

　

今
定
例
会
で
は
、
区
の
個
人
情
報
保

護
条
例
を
廃
止
し
、
国
の
個
人
情
報
保

護
法
を
施
行
す
る
た
め
の
条
例
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
国
や
地
方
自
治
体
が
も
つ

膨
大
な
個
人
情
報
の
「
デ
ー
タ
利
活
用
」

を
成
長
戦
略
に
位
置
付
け
、
企
業
の
儲

け
の
た
め
に
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
江
東
区
な
ど
自
治
体
独
自
の
個
人
情

報
保
護
の
規
制
は
、「
デ
ー
タ
流
通
の
支

障
に
な
る
」
と
し
て
、
国
が
定
め
る
全
国

的
な
共
通
ル
ー
ル
の
も
と
に
一
元
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
治
体
が
保
有
す
る
個
人
情
報
は
、

介
護
、
子
育
て
、
教
育
、
健
康
な
ど
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
も
の
で
、
公
権
力
を

行
使
し
て
取
得
し
た
り
、
申
請
・
届
出
に

伴
い
義
務
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

企
業
に
提
供
す
る
際
に
は
、
個
人
が

特
定
で
き
な
い
よ
う
に
「
加
工
」
す
る
と

は
い
え
、
企
業
の
儲
け
の
た
め
に
個
人
に

関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
自
治

体
が
や
る
べ
き
仕
事
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
共
産
党
区
議
団
は
、「
区
民
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
危
険
に
晒
さ
れ
る
」
と
し
て
反

対
し
ま
し
た
。

 

赤
羽
目
た
み
お
議
員

 

大
つ
き
か
お
り
議
員

（
1
面
続
き
）

安
定
的
賃
金
と
雇
用
確
保
の

た
め
公
契
約
条
例
を

奨
学
金
の
返
済
支
援
助
成
、大
学
生

等
へ
の
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
を

災
害
用
救
助
ボ
ー
ト
を

各
拠
点
避
難
所
に
配
備
を

失
語
症
者
に

意
思
疎
通
支
援
者
を
派
遣

担
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
赤
羽
目
議
員
は
「
利
用
実
態
を

把
握
す
る
と
と
も
に
必
要
な
時
に

利
用
で
き
る
よ
う
増
車
す
る
こ
と
、

区
の
事
業
が
使
え
ず
、
民
間
の
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
た
場
合
に
は
、

利
用
料
に
補
助

を
行
う
よ
う
要

求
し
ま
し
た
。

　
区
は
、
増
車

や
補
助
は
考
え

な
い
と
答
弁
し

ま
し
た
。


